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    故情周匝向交親, 新茗分張及病身. 紅紙一封書後信, 綠芽十片火
前春. 湯添勺水煎魚眼, 末下刀圭攪麴塵. 不寄他人先寄我, 應緣我是別
茶人. 
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    山泉煎茶有懷    坐酌泠泠水, 看煎瑟瑟塵. 無由持一碗, 寄
與愛茶人. 
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    蕭員外寄新蜀茶    蜀茶寄到但驚新, 渭水煎來始覺珍. 滿甌
似乳堪持玩, 況是春深渴酒人. 
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    琴茶    兀兀寄形群動內, 陶陶任性一生間. 自拋官後春多醉,  
不讀書來老更閒. 琴裏知聞唯《淥水》, 茶中故舊是蒙山. 窮通行止長相伴,  
誰道吾今無往還. 
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    即事    見月連宵坐, 聞風盡日眠. 室香羅藥氣, 籠暖焙茶
煙. 鶴啄新晴地, 雞棲薄暮天. 自看淘酒米, 倚杖小池前. 
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    營閑事    自笑營閑事, 從朝到日斜. 澆畦引泉脈, 掃徑避
蘭芽. 暖變墻衣色, 晴催木筆花. 桃根知酒渴, 晚送一甌茶. 
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    招韜光禪師    白屋炊香飯, 葷膻不入家. 濾泉澄葛粉, 洗
手摘藤花. 青芥除黃葉, 紅薑帶紫芽. 命師相伴食, 齋罷一甌茶. 















    詠意    常聞南華經, 巧勞智憂愁. 不如無能者, 飽食但遨
遊. 生平愛慕道, 今日近此流. 自來潯陽郡, 四序忽已周. 不分物黑白, 
但與時沉浮. 朝餐夕安寢, 用是為身謀. 此外即閑放, 時尋山水幽. 春
遊慧遠寺, 秋上庾公樓. 或吟詩一章, 或飲茶一甌. 身心無一系, 浩浩
如虛舟. 富貴亦有苦, 苦在心危憂. 貧賤亦有樂, 樂在身自由. 
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    官舍    高樹換新葉, 陰陰覆地隅. 何言太守宅, 有似幽人
居. 太守臥其下, 閑慵兩有余. 起嘗一甌茗, 行讀一卷書. 早梅結青實, 
殘櫻落紅珠. 稚女弄庭果, 嬉戲牽人裾. 是日晚彌靜, 巢禽下相呼. 嘖
嘖護兒鵲, 啞啞母子鳥. 豈唯雲鳥爾, 吾亦引吾雛. 
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    食後    食罷一覺睡, 起來兩甌茶. 舉頭看日影, 已復西南
斜. 樂人惜日促, 憂人厭年賒. 無憂無樂者, 長短任生涯. 














 そして、おなじように『首夏病間』22 では、「‧‧‧‧‧‧ 移榻樹蔭下, 
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る役職もない。こういう日に自在自適にしていなければ、とういう日に自在
自適ができるであろうか）と綴る。 
 
 
 
三、小結 
 
 六十首あまりの茶詩を書いた白居易は中唐のみならず、その後の時代の茶
詩の作者のなかでも目立つ存在である。ジャンルの異なる茶詩は多方面に渡
って後世の茶詩に大きな影響を及ぼしている。白居易の茶の贈答にまつわる
茶詩は代々伝えられてゆく名詩となり、茶詩の重要なジャンルのひとつとな
った。また、茶が従来持っている抽象的な存在と象徴的なイメージを打破し、
具体的に茶の名前をあげて茶詩を作る手法は茶詩の内容をより具体化多彩化
させた。そして、白居易の閑適詩に分類することができる日常生活のなかの
飲茶を描く茶詩は何より重要な役割を果たしていると思われる。これらの茶
詩は茶の固有イメージから出発し、飲茶を描く時、必ずと言っていいほど禅
や道教との関わりが見えるような茶詩の書き方を改め、洪州禅の無心な考え
方から形式やこだわりのない飲茶を描いている。茶は霊草であり、飲茶は超
越的な活動であるという考え方はなくなっている。これは飲茶が庶民レベル
までに普及し、より身近な存在になっている証拠でもある。さらに、白居易
の茶詩はその後の茶詩の書き方や内容に大きな可能性と多様な選択肢を与え
ることになった。 
 
